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◆外国人児童生徒等の在籍は少ないが、１校に１〜３名在籍する
学校が複数校存在する。（10％程度 ※公⽴の⼩学校49校、中学校22校）
◆日本語指導員は2016（H28）年度に１名配置。

⇒翌年から再びゼロ
◆市内の学校のほとんどの教職員が外国人児童生徒等と接した経験
がなく、日本語指導はもちろん、コミュニケーションの取り方から
悩んでいる現場もある。

① 山口県下関市の日本語支援の現状

② 2016（H28）年度「日本語指導ワークショップ」の取組

実施機関：梅光学院大学（※日本語教員養成課程あり）
◆募集には市教育委員会の協⼒が得られた。
◆翌2017（H29）年度も同様に実施。



外国人児童生徒等を対象とした
「夏休み日本語教室」を並⾏し、
日本語教育を専門とする大学教員や
学生ボランティアが子どもたちの
日本語指導や夏休みの宿題を手伝う
という実際の指導の様子を⾒学でき
る場も設けたが、１回120分の講座
を５日間受講するということは学校
教員には現実的に難しかった。

ボランティア希望者の受講が多く、
受け入れ校が抱える課題や受け入
れ初期に必要なこと、学校⾏事や
習慣への理解、要望を伝えるため
の日本語の指導、生活言語と学習
言語との違いなど、教員経験や日
本語指導経験がない人には難易度
が高かった。



③ 2018（H30）年度「日本語指導“出前”研修」の実施

◆応募数：６会場（７団体）・計58名
中高一貫校（Ａ）･･･３名
中学校（Ｂ）･･･６名
⼩学校（Ｃ，Ｄ）･･･６名、10名
教育・保育施設（Ｅ，Ｆ）･･･27名
（※上記はいずれも現在、外国人児童生徒等が在籍する）
任意団体（Ｇ）･･･６名

◆要望のあったテーマ
・当該児童の指導・支援方法、関わり方
・当該児童生徒への具体的な指導法
・外国人保護者、子ども本人とのコミュ
ニケーションの取り方

・保護者支援について

「モデルプログラム」を組み合わせ
ることで個別のニーズに応えた



④ ４つのテーマと「モデルプログラム」
研修内容は次の４つのテーマを柱に、各団体の状況や要望に応じて必要なモデルプログラムを取り入れた。

テーマ
参考にした「モデルプログラム」 研修会場

内容 扱った項目 中高一貫 中学校 ⼩学校 ⼩学校 教保施設任意団体

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ・Ｆ Ｇ
（１）市内の外国ルー
ツの子どもたちの状況
を知る

①外国人児童生徒教育の考え方 「外国人児童生徒等」とは ○ ○ ○ ○
「日本語指導が必要」とは ○ ○ ○ ○

③外国人児童生徒等受け入れの
現状と施策

県内、市内の在留外国人統計 ○ ○ ○ ○
県内、市内の受け入れと対応状況について ○ ○ ○ ○
義務教育に関する法律 ○ ○ ○

（２）必要な日本語支
援について考える

⑩認知発達と言語習得 第二言語習得のプロセス ○ ○ ○
⑰日本語指導の理論と方法 日本語指導の方法 ○ ○ ○ ○ ○

実際の日本語指導例 ○ ○ ○ ○ ○
教材の利⽤と作成 ○ ○ ○ ○ ○
学習支援サイトの紹介 ○ ○ ○ ○ ○

⑲言語能⼒の把握 生活言語と学習言語の違いと習得 ○ ○ ○ ○ ○
日本語レベルの判断方法・「DLA」の実施方法 ○ ○ ○ ○ ○
教科学習に必要な日本語について考える ○ ○ ○ ○

（３）子ども、保護者
の対面する困難につい
て考える

⑧保護者との連携 保護者の実際の声から ○ ○ ○ ○
先生とのコミュニケーション ○ ○ ○ ○
園、学校からのお便り ○ ○ ○ ○
活⽤しやすいリソースの紹介 ○ ○ ○ ○

⑪⺟語・⺟⽂化・
アイデンティティ

⺟語の保持 ○ ○ ○ ○ ○ ○
家庭での言語環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○
多言語絵本の紹介 ○

⑫外国人児童生徒等の⼼理と適応 ⽂化や宗教への配慮 ○ ○ ○ ○
教職員の⼼構え ○ ○ ○

（４）「やさしい日本
語」について知り、体
験する

＊モデルプログラム無し 「やさしい日本語」とは ○ ○ ○ ○ ○ ○
「やさしい日本語」練習 ○ ○ ○ ○
園、学校での専門⽤語をどう言い換えるか ○ ○ ○ ○



平成30年度 日本語指導“出前”研修 カリキュラム（一例）
日時 平成30年８⽉30日（木） 10：00〜12：00

学校・団体名（代表者） 下関市⽴ Ｄ ⼩学校
受講者情報 10人（教職員）
研修テーマ 外国人保護者とのコミュニケーション
講師 平田歩 ・ 當房詠子

時間 方法形態 活動展開 モデル
プログラム 具体的事項 資料

（分）
10

10:00 講義
ディスカッション

導入：課題設定 ・講師紹介
・研修受講の理由
・今抱えている問題

20

10:10
講義

展開１：市内の外国ルーツの子ども
たちとその対応について知る

③
①

・県内、市内の外国人
・「外国ルーツの子ども」とは
・市での対応状況

・在留外国人統計

30
10:20

講義

展開２：必要な日本語指導について
考える

⑲
⑰
⑩

・生活言語と学習言語の違い
・日本語レベルの判断方法
・学習支援サイトの紹介
・実際の日本語指導
・第二言語習得のプロセス

・⽂科省DLA
・『日本語学級』
・「こどもの日本語
ライブラリ」

40

50

10:40 体験
ディスカッション

展開３：子ども、保護者の対面する
困難について考える

⑧ ・保護者の実際の声から
・学校からのお便り体験（英語版）

・市内支援団体資料
・英語版資料

60

10:50
講義 ⑧ ・学校からのお便り

・⽂科省かすたねっと紹介 ・⽂科省かすたねっと

70 11:00
体験

ディスカッション

展開４：「やさしい日本語」につい
て知り、体験する

・「やさしい日本語」とは
・「やさしい日本語」練習

・『日本人の知らない
日本語３』

・「やさしい日本語の
手引き」愛知県80

11:10

90
11:20

講義

展開５：外国人保護者とのコミュニ
ケーションについて考える

⑫

⑪

・学校での専門⽤語とは
・宗教、学校⾏事の⺟国との違い
・学校職員の⼼構え
・⺟語の保持
・家庭での言語100

11:30

110
11:40 まとめ：質疑応答 ・２学期からどのような支援が可能か

考える

120
11:50



○大変学びの多い機会だった。
○２学期から活⽤できそうな内容で、とても勉強になった。少しでも保護者や子ども
たちの負担を減らしていけるように実際に取り組んで⾏きたい。

○人権教育、特別支援教育など様々な視点があり、もっとたくさんの教員にも研修の
機会があればと思った。

○インターネット上には外国人のための役に⽴つ情報があることを知り、参考になった。
○わかりやすい言葉で接していかなければならないことを学ぶことができた。
○笑顔で、やさしい日本語で単刀直入に大事な内容だけを保護者に（または子どもに）
伝え、不安や困難を、理解し少しでも減らすよう努めたい。

○保護者の困っているポイントなど実際の声を知ることができ、よかった。

⑤ 受講者の様子 ・ 受講後の声

受講者は現職者や教員経験者であったが外国人対応は初めてであった
ため＜基礎＞項目を主体としたが、初めて聞く内容に驚きと⼾惑いの
様子であった。また、下関市では支援員がつかず、児童生徒の対応や
指導はほぼ担任に一任されるため、個別の日本語指導や教科指導にま
で考えが及ばないという団体では、保護者対応についての質問が多
かった。



⑥ 成果と課題

◎終了後のアンケートより･･･
「大変ためになった」「内容がよく理解できた」「希望に添った
内容だった」と好評であった。市教育委員会の研修が⾏われず情
報が何もない状況の中、「学習支援サイトや様々なリソースを利
⽤したい」「コミュニケーションが取りやすくなるよう少しでも
意識したい」などの感想があり、２学期以降に活かされる期待が
持てた。
●課題･･･
外国人児童生徒等の受け入れのある学校ごとに個別に対応できる
「出前」の形式はよかったが、受け入れのない学校では関⼼も持
たれないままとなる。日本語指導と教科の指導、多⽂化理解につ
いてはさらに具体的な内容を、多くの教員が学べる機会を持てる
ようにしたい。



★保護者の日本語⼒が高くないため、⾏き違いの生じることが多
いと考え、モデルプログラムにはない「やさしい日本語」につい
ての内容を、すべての団体での研修に取り入れた。話し方や書き
方に気をつけることで保護者とのコミュニケーションが円滑にな
るだけでなく、子どもの指導の際にも教材のリライトなどを意識
することができるようになるため、研修には必須の項目と考える。


